


はじめに

国
こく

立
りつ

科
か

学
がく

博
はく

物
ぶつ

館
かん

では、日本の産
さん

業
ぎょう

系
けい

博物館などの資
し

料
りょう

を検
けん

索
さく

できるデータベース「ヒットネット
（HITNET）」をつくり、インターネットで公開しています。今回この展

てん

示
じ

では、ヒットネットに登
とう

録
ろく

している博物館などの中から、“セラミックス”にちなんだ4館を選び、特色ある展示をご紹
しょう

介
かい

します。この機
き

会
かい

に、日
ひ

々
び

の生活を豊
ゆた

かにしている産業技術のおもしろさや、技術の歴
れき

史
し

を見る
楽しさを知っていただきたいと思います。

ヒットネット［HITNET］ミニ企画展

拡がるセラミックスの世界
─日本の産業技術─

那覇市立
壺屋焼物博物館

TOTOミュージアム 京セラ
ファインセラミック館

TDK歴史みらい館

東北大学総合学術博物館／電気の史料館／北海道博物館／パナソニック ミュージアム 松下幸之助歴史館／東芝未来科学館／シャープミュージアム
／ノリタケミュージアム／東京理科大学近代科学資料館／和鋼博物館／横河電機（横河アーカイブズ）／竹中大工道具館／トヨタ博物館／五十嵐健治
記念洗濯資料館（白洋舎）／石川県立航空プラザ／花王ミュージアム／紙の博物館／呉市海事歴史科学館 大和ミュージアム／マツダミュージアム／
三菱オートギャラリー／ヤマハ発動機コミュニケーションプラザ／ミツトヨ測定博物館（沼田記念館・測定機器館）／高岡市鋳物資料館／東京農工大学 
科学博物館／日野オートプラザ／お札と切手の博物館／スバルビジターセンター／日産エンジンミュージアム／セイコーミュージアム／神戸大学 海事
博物館／日本ペイント 歴史館／日本ペイント 明治記念館／Honda Collection Hall／東京都計量検定所計量資料室／味の素KK川崎事業所資料展
示室／神戸海洋博物館／日本カメラ博物館／中冨記念くすり博物館／宮崎大学農学部附属農業博物館／武蔵野音楽大学楽器博物館／家具の博物
館／GAS MUSEUM がす資料館／日産ヘリテージコレクション／消防博物館／TDK歴史みらい館／山形謄写印刷資料館／物流博物館／日本のあ
かり博物館／貨物鉄道博物館／伊能忠敬記念館／倉紡記念館（クラボウ）／日本新聞博物館／佐賀県立九州陶磁文化館／三菱重工長崎造船所史料
館／日本工業大学工業技術博物館／ナイガイ靴下博物館／テクニカギャラリー／スズキ歴史館SUZUKI PLAZA／シンクルトン記念館／四国自動車
博物館／京セラファインセラミック館／KYB史料館／電卓の歴史コーナー／いの町紙の博物館／那覇市伝統工芸館／所沢航空発祥記念館／トモヱ
牛乳博物館／象印マホービン株式会社 まほうびん記念館／一般財団法人清水港湾博物館／東京都水道歴史館／明治薬科大学明薬資料館／小樽市
総合博物館／MIZKAN MUSEUM／住友化学愛媛工場歴史資料館／たばこと塩の博物館／歯の博物館／UECコミュニケーションミュージアム／直
方市石炭記念館／北見ハッカ記念館・北見薄荷蒸溜館／金沢蓄音器館／航空科学博物館／尚古集成館／UCCコーヒー博物館／焼津漁業資料館／
新聞博物館（熊本日日新聞社）／ALPS Museum 未来工房／網走市立郷土博物館／リサイクルプラザ紙遊館／島津製作所 創業記念資料館／土とト
ラクタの博物館「土の館」／瀬戸蔵ミュージアム／那覇市立壺屋焼物博物館／生物系特定産業技術研究支援センター農業機械化研究所資料館／
TOTOミュージアム／熊本大学五高記念館／熊本大学工学部研究資料館／日本郵船歴史博物館／樫尾俊雄発明記念館／門司電気通信レトロ館／観
音寺市郷土資料館分館 豊浜郷土資料館／琴平海洋博物館（海の科学館）／めがねミュージアム／明治大学博物館／うちわの港ミュージアム／仙台市
歴史民俗資料館／スリーエム仙台市科学館／石川県金沢港大野からくり記念館／金沢大学資料館／市立函館博物館／長崎大学附属図書館／フジフ
イルム スクエア 写真歴史博物館／ニッスイパイオニア館／北九州イノベーションギャラリー（KIGS）／ゼンリン地図の資料館／月桂冠大倉記念館／
阿波池田たばこ資料館／函館市青函連絡船記念館摩周丸／橋の科学館／四国鉄道文化館／鉄道博物館／雪印メグミルク酪農と乳の歴史館／赤穂
市立海洋科学館・塩の国／内藤記念くすり博物館／三木市立金物資料館／ヤンマーミュージアム／大分香りの博物館／青森県立三沢航空科学館／青
森市森林博物館／あおもり北のまほろば歴史館／磐田市香りの博物館／トヨタ産業技術記念館／別府市竹細工伝統産業会館／国立科学博物館

●ヒットネットの登録博物館

第5回

HITNET
Archives of History of Industrial Technologies Networking Japanese Industrial Museums



産
さん

業
ぎょう

技
ぎ

術
じゅつ

史
し

資
し

料
りょう

とは

産業系博物館の展
てん

示
じ

分野

◆映像・情報、コンピューター

ウォークマン

キハ65形急行用気動車

絹紗織機

六分儀
手回し洗濯機

糸車

明石海峡大橋
ケーブル&ケーブルバン 色絵梅花寫文瓶

蒸機トラクター
大倉式猪口付き壜

南部鉄器 レンズ付フィルム
化学天秤

現代刀
客船模型「浅間丸」

卓上電話機

ガス自動炊飯器

ロータリースイッチ

ボール盤

足踏式木製旋盤

◆自動車・船等、汎
はん

用
よう

機械

◆繊
せん

維
い

・紙・木製品

◆その他、サービス業等

◆電気、電力

◆金属

◆鉱業、建設、窯
よう

業
ぎょう

◆産業用、業務用機器他

◆化学、印刷

◆食品、農林漁業

「産業技術史資料」とは、日本の産業技術の歩みを示
しめ

す実物の資料をいい、日本全国にある産
業系博物館などが所

しょ

蔵
ぞう

し、それらのうちの多くが一
いっ

般
ぱん

に公開されています。これらの産業技術
史資料から、私

わたし

たちの生活を豊
ゆた

かにしている産業技術のはじまりや移
うつ

り変
か

わり、当時の技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

や職
しょく

人
にん

たちの創
そう

意
い

工
く

夫
ふう

の跡
あと

を見ることができます。



土
ど

器
き

からはじまったセラミックス

セラミックス技術の原点ともいうべき焼物の歴史を紹
しょう

介
かい

材料と温度で変わる焼物の性質

那
な

覇
は

市立壺
つぼ

屋
や

焼物博物館 《沖おき縄なわ県那覇市》

●焼物は「セラミックス」の原点となるものです。沖
縄で古くから作られていた伝統工芸「壺屋焼」は、
韓
かん

国
こく

、中国、東南アジア、そして日本の陶
とう

芸
げい

技術を
吸
きゅう

収
しゅう

しながら、沖縄の風土と文化が育んできた伝統
工芸です。
●壺屋焼物博物館では、焼物の基

き

礎
そ

知識、壺屋焼
の歴史や変

へん

遷
せん

、製作工程や技法のほか、様
さま

々
ざま

な陶
芸作品を紹介。瓦

かわら

や壺
つぼ

、日用食器など、身近な存
そん

在
ざい

としての焼物をはじめ、シーサーや厨
ず

子
し

など沖縄な
らではの焼物文化を紹介しています。

私
わたし

たち人類は道具を作る生物です。日本を中心とした地
ち

域
いき

では、約15,000年前に「縄
じょう

文
もん

土器」が作られるようにな
りました。沖縄では、約6700年前、指先や爪

つめ

で文
もん

様
よう

をほど

こした「爪
つめ

形
がた

文
もん

土器」が作られはじめました。
粘
ねん

土
ど

を火で焼き固めただけの土器は、その後、陶
とう

器
き

・磁
じ

器
き

へと発
はっ

展
てん

していきます。さらに陶
とう

磁
じ

器
き

は、碍
がい

子
し

やタイル、セ
メントなど産業材料としても発展しました。粘土だけではな
く、無機物を材料にした焼結体を「セラミックス」と総

そう

称
しょう

し、
現代社会になくてはならない存在へと発展しました。

屋
や

根
ね

瓦
がわら

や食器、壺
つぼ

、花
か

瓶
びん

など、焼物で作られるものはたく
さんありますが、それらは材料や製法が異

こと

なります。
壺屋焼では、釉

ゆう

薬
やく

がかけられ、肌
はだ

触
ざわ

りがなめらかな焼物を
「上

じょう

焼
やち

」と呼びます。赤土に白土を混ぜた粘土を用い、
1,200℃以上の高温で焼かれ、食器などが作られました。
釉薬をかけず土色をした焼物は「荒

あら

焼
やち

」と呼びます。赤土
と黒土を用い、上焼よりも
低い1,120℃で焼き締

し

めた

素
そ

朴
ぼく

な焼物です。沖縄のお
酒・泡

あわ

盛
もり

の貯
ちょ

蔵
ぞう

用の甕
かめ

など

として焼かれました。
このように焼物は、使う粘
土や焼

しょう

成
せい

温度などの違
ちが

い

で、様々な風
ふう

合
あ

いを生みだ
します。

●沖縄県那覇市壺屋1-9-32
●電話：098-862-3761
●http://www.edu.city.naha.okinawa.jp/tsuboya/

那覇市立壺屋焼物博物館は、那覇市の国際通りに近いやちむん通りにあ
ります。かつてこの付近にはいくつもの登り窯が並び、壺屋焼を焼いてい
ました。

爪形文土器底部 爪形文土器片

写真提供：那覇市市民文化部文化財課

上焼

荒焼

戦後、那覇市の復興は、
壺屋焼の登り窯の煙から
はじまったんだ。



暮
く

らしに欠かせない衛
えい

生
せい

陶
とう

器
き

のすべてを紹
しょう

介
かい

下水道の整備より早く水洗便器は作られた 次世代を築くための最
さい

先
せん

端
たん

技術

TOTOミュージアム 《福
ふく

岡
おか

県北九州市》

●TOTO株
かぶ

式
しき

会社は、日本にまだ下水道が整備さ
れていなかった時代から、水

すい

洗
せん

便
べん

器
き

は健康で文化的
な生活に欠かせないものと考え研究をはじめ、その
後、日本の衛生陶器のパイオニアとして成長してき
ました。長年培

つちか

ってきた衛生陶器の製造技術が基
き

礎
そ

となり、現在はファインセラミックス事業にも参入し
ています。
●TOTOミュージアムは、日本の近代化とともに発
展した水まわりの文化や歴史、TOTOのものづくり
への想い、社会に貢

こう

献
けん

してきた技術と製品の進化に
ついて幅

はば

広
ひろ

く紹介しています。

国産初の腰
こし

掛
かけ

式水洗便器が完成したのは1914（大正3）
年、東京に最初の下水処

しょ

理
り

施
し

設
せつ

が作られる8年も前のこと
です。その水洗便器をはじめとする衛生陶器を製造・販

はん

売
ばい

するために1917（大正6）年にTOTOが誕
たん

生
じょう

しました。し
かし、当時の主力商品は便器ではなく食器でした。高度成
長期以

い

降
こう

、各地で下水道の整備が進み水洗便器が普
ふ

及
きゅう

し

ます。その間、日本独自の発
はっ

展
てん

・改良が進みました。手
て

洗
あらい

金具が付いたタンクは、そんな日本人の創
そう

意
い

工
く

夫
ふう

が生みだ
したものでした。

TOTOは、長年培ってきた衛生陶器の成形・焼成技術と
水
すい

栓
せん

金具の精
せい

密
みつ

加工技術を組み合わせ、1984（昭和59）
年に事業部を設立し、ファインセラミックス事業を本格的に
スタートしました。
液晶ディスプレイや ICチップなどの製造に欠かせない最先
端技術を保有し活かすことで、社会に貢献しています。ま
た、ものづくり日本大賞内

ない

閣
かく

総理大臣賞に輝
かがや

くなど、その
高い技術力が評価されています。

●福岡県北九州市小倉北区中島2-1-1
●電話：093-951-2534
●http://www.toto.co.jp/museum/

国産初の腰掛式水洗便器

ボンディングキャピラリー

エアロゾルデポジション法
によるセラミックス膜

静電チャック

3Dプリンタを使用した成形物

1917（大正6）年創立のTOTOが、創立100周年記念事業として開設し
た企業博物館です。TOTO歴史資料館を閉館し、2015（平成27）年8月、
ユニークな外観で新たにリニューアルオープンしました。

最先端セラミックスの応用例



コンピュータのCPUは、
ホットプレートと同じくらいの

熱を出すんだ。
だから、熱を素早く逃す

セラミックスが使われたんだよ。

最
さい

先
せん

端
たん

ファインセラミックス総合メーカーの技術を展
てん

示
じ

ファインセラミックスの優れた特
とく

徴
ちょう

こんなところでも頑
がん

張
ば

るファインセラミックス

京セラファインセラミック館 《京都府京都市》

●京セラ株
かぶ

式
しき

会社は、ファインセラミックスをはじ
め、通信機器や情報機器、太陽電池など、様

さま

々
ざま

な最
先端技術をもつ日本を代表する企

き

業
ぎょう

のひとつです。
●縄

じょう

文
もん

時代の土
ど

器
き

から近代の各種の焼物を経て、
ファインセラミックスが生みだされるまでの歴史を振

ふ

り返る展示や、京セラ創
そう

業
ぎょう

以来のファインセラミック
ス技術や製品の進歩を紹

しょう

介
かい

しています。
●京セラファインセラミック館は、京セラが1998（平
成10）年10月に開館した企業博物館で、美術館、
ショールームも併

へい

設
せつ

されています。

セラミックスは、型を使って原料を成形し、焼き固めるので
自由な形が作れます。また、硬

かた

く緻
ち

密
みつ

な構造のため、精
せい

密
みつ

な形状を作ることも可能です。軽い、熱伝導性が高い、熱
による変化が少ないなど、セラミックスには様

さま

々
ざま

な優
すぐ

れた

特徴があります。
そのため、集

しゅう

積
せき

化
か

と共に高熱を発するようになったLSIを

保
ほ

護
ご

する容器（パッケージ）としてもファインセラミックス
は活

かつ

躍
やく

しました。
また、摩

ま

耗
もう

しにくく人体と親
しん

和
わ

性
せい

が高い特性から、人工関
節など医

い

療
りょう

分野でも使われています。

ファインセラミックスは様々な特性を活かし、プラスチック
など他の素材では対応できない厳

きび

しい最
さい

先
せん

端
たん

技術分野に
も用いられます。
スーパーコンピュータ「京

けい

」のほか、小
しょう

惑
わく

星
せい

「イトカワ」か
ら微

び

粒
りゅう

子
し

サンプルを持ち帰った探
たん

査
さ

機
き

「はやぶさ」では、リ
チウムイオン電池の端

たん

子
し

部
ぶ

にファインセラミックス部品が
採
さい

用
よう

されました。また、マリアナ海
かい

溝
こう

の11,000メートル級
の深海では、ファインセラミックスを用いることで猛

もう

烈
れつ

な水
圧に耐

た

える海底地
じ

震
しん

計
けい

が運用されています。
極めて高い精度が求められる「すばる望遠鏡」の観測カメ
ラでも、軽量で低い熱

ねつ

膨
ぼう

張
ちょう

率
りつ

という特性を活かし、従
じゅう

来
らい

比
ひ

7倍というカメラの視野向上にファインセラミックスが貢
こう

献
けん

しました。

●京都府京都市伏見区竹田鳥羽殿町6番地
●電話：075-604-3518（施設見学受付係）
● http://www.kyocera.co.jp/company/csr/others/fine_ceramic/index.html

写真協力：国立研究開発法人海洋研究開発機構

写真協力：
日本海洋事業株式会社

半導体パッケージ 人工関節

ファインセラミックスが採用された海底地震計

京都市伏見区にひときわ高くそびえる京セラ本社ビル。京セラファインセ
ラミック館は、この本社ビル2階にあります。



フェライトの技術と歴史を展
てん

示
じ

日本の科学者が発見した磁性体「フェライト」 ライフスタイルを変えた磁性技術

TDK歴史みらい館 《秋田県にかほ市》

●TDK株
かぶ

式
しき

会社は、日本で発明された磁
じ

性
せい

体
たい

「フェ
ライト」の工業化を目的として創

そう

立
りつ

。以後、磁性技術
を中心とした、グローバルな最

さい

先
せん

端
たん

企
き

業
ぎょう

として活
かつ

躍
やく

し
ています。
●TDK歴史みらい館は、2005（平成17）年に「TDK
歴史館」として建設され、2016（平成28）年10月に、
「TDK歴史みらい館」として全面リニューアルされま
した。
●フェライトなどの磁性技術を中心に、TDKの製品と
技術がどのように社会の発

はっ

展
てん

に役立ち、さらに未来社
会にどのように関わっていくのかを紹

しょう

介
かい

しています。

1916（大正5）年、本
ほん

多
だ

光
こう

太
た

郎
ろう

博士が強い磁力を持つKS

鋼
こう

を発明するなど、日本は磁性体研究の分野では世界を
リードする存在でした。1930（昭和5）年には、東京工業大
学の加

か

藤
とう

与
よ

五
ご

郎
ろう

博士とその弟
で

子
し

・武
たけ

井
い

武
たけし

博士が、強力な
磁性体を発明し、「フェライト」と命名しました。これを世界
ではじめて工業化したのが、TDKです。
フェライトは、酸

さん

化
か

鉄
てつ

を主成分とした材料を焼き固めた電
子セラミックスで、幅

はば

広
ひろ

い分野で活躍しています。

フェライトには、磁
じ

石
しゃく

である「ハードフェライト」と、磁
じ

界
かい

を

かけたときだけ磁石になる「ソフトフェライト」があります。
ソフトフェライトは、コイルやトランス等の磁

じ

心
しん

、磁
じ

気
き

シール

ドなどに用いられます。発明したソフトフェライトは、従来
の磁心に比べて30～60倍もの電気増

ぞう

幅
ふく

性能を発
はっ

揮
き

し、
無線機やラジオなどの主流の部品となりました。
ハードフェライトは、強い磁性を持つ永久磁石として、モー
タなどに広く使われます。また、テープレコーダやビデオ
デッキ用の記録媒

ばい

体
たい

にも使用されています。
TDKは1966（昭和41）年にカセットテープを発売、1968

（昭和43）年には、世界初の高音質音楽用カセットテープ
SDを世に送り出しています。手軽に使える音楽用カセット
やビデオは、その後、爆

ばく

発
はつ

的
てき

に普
ふ

及
きゅう

しました。

●秋田県にかほ市平沢字画書面15
●電話：0184-35-6580
●http://www.tdk.co.jp/museum/

加藤与五郎博士（左）と武井武博士（右） 初期のオープンリール磁気テープ

世界初の高音質音楽用
カセットテープSD

TDK歴史みらい館は、TDKの創業者・齋藤憲三氏のふるさとであるに
かほ市に設立された企業博物館です。



●九州
福岡 6館
佐賀 2館
長崎 2館
熊本 3館
大分 2館
宮崎 1館
鹿児島 1館

●中国
岡山 1館
広島 2館
島根 1館

●近畿
大阪 3館
京都 3館
滋賀 1館
奈良 1館
兵庫 7館

●甲信・北陸
新潟 1館
長野 1館
富山 1館
石川 4館
福井 1館

●東海
静岡 5館
愛知 6館
岐阜 1館
三重 1館

●沖縄
沖縄 2館

●四国
愛媛 2館
高知 2館
香川 3館
徳島 1館

●東北
青森 3館
秋田 1館
山形 1館
宮城 3館

●関東
茨城 1館
栃木 1館
群馬 1館
埼玉 4館
東京 29館
千葉 2館
神奈川 10館

●北海道
北海道 9館

京セラファインセラミック館

TOTOミュージアム

那覇市立壺屋焼物博物館

TDK歴史みらい館

主 催
共 催

開催期間
開催場所

独立行政法人国立科学博物館
那覇市立壺屋焼物博物館� ［沖縄県那覇市］
TOTOミュージアム� ［福岡県北九州市］
京セラファインセラミック館� ［京都府京都市］
TDK歴史みらい館� ［秋田県にかほ市］
平成29年2月28日㊋〜4月16日㊐
国立科学博物館 地球館2階
東京都台東区上野公園7-20

【編集・発行】国立科学博物館 産業技術史資料情報センター
国立科学博物館©2017
本誌に掲載された記事、写真、図版等を許可なく複製することを禁じます。

第5回 ヒットネット［HITNET］ミニ企画展

拡がるセラミックスの世界─日本の産業技術─

◆博物館所在地

ヒットネット登録博物館数　132館
ヒットネット登録資料件数　約24,800件

ヒットネットの
登
とう

録
ろく

博
はく

物
ぶつ

館
かん

ヒットネットに登録している産
さん

業
ぎょう

系
けい

博物館など
は、地

ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

が運
うん

営
えい

するもの、企
き

業
ぎょう

、学校、
各
かく

種
しゅ

協
きょう

会
かい

・財
ざい

団
だん

などの団
だん

体
たい

が運営するものな
ど様

さま

々
ざま

な形
けい

態
たい

があります。それぞれおもしろ
い展

てん

示
じ

を行っていますので、ぜひ一度、お近く
の産業系博物館を訪

たず

ねて実物からの感動を味
わってみてください。

ヒットネット ▶ http://sts.kahaku.go.jp/hitnet/

東京国立博物館至
東
京
藝
術
大
学

至
上
野
動
物
園

上
野
恩
賜
公
園

Ｊ
Ｒ
上
野
駅

東
京
メ
ト
ロ

上
野
駅

上
野
公
園
第
一
駐
車
場（
有
料
）

至
鴬
谷

７
番
出
口

至御徒町

国立科学博物館

国立西洋美術館

公園口

公園案内所

日本学士院

東京文化会館


